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渡辺：本日は、グローバル知財戦略フォーラム 2025 にご

参加いただきまして、誠にありがとうございます。昨年の

４月から INPIT 理事長を務めさせていただいております

渡辺と申します。昨年 10 月に INPIT は 20 周年を迎えま

した。この節目の時に理事長を拝命したということを大変

光栄に思っておりますし、またこれから先、長い INPIT の

進展を築く、大事な時期であるという責任の重さも感じて

おります。そうした中で、このセッションでは、皆様方と

INPIT をこれから 10 年、20 年、さらにどうやって進展さ

せていくかというところを、INPIT が掲げております「知

財の輪」というのをテーマにお話しさせていただければと

思います。 

今回、この特別セッションのゲストスピーカーとして、

NPO 法人産学連携推進機構の妹尾堅一郎理事長をお迎え

しました。妹尾先生は、イノベーション論、ビジネスモデ

ル論、あるいは知財マネジメント論で非常に著名な先生で

いらっしゃいますので、ご紹介するまでもないとは思うの

ですが、あえて一つだけ付け加えさせていただきますと、

実は 20 年前、この INPIT が創設された時、その創設シン

ポジウムの基調講演をしていただいたというご縁があり

まして、その妹尾先生をゲストスピーカーにお迎えして、

今回もお話をお聞きすることができるというのは大変嬉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しいことだと思っております。 

さて、まず私の方から簡単に INPIT のご紹介をさせて

いただければと思います。こちらが INPIT20 年の歩みで

す。INPIT は、2004 年に独立行政法人工業所有権情報・

研修館という名称でスタートしました。こうした 20 年の

中でいろいろな実績も上げてきました。一つだけ申し上げ

ると、J-PlatPat は 28 億回以上のアクセスを今まで達成し

てきたという実績などもあります。 

今回は INPIT の現在を少しご紹介させていただきます。

2024 年度から中期計画の第６期、４年間が始まりました

が、INPIT が目指していること、INPIT の姿勢、そうい

うものをもう少しわかりやすく形にしようということで、

INPIT の全職員で議論し、ミッション・ビジョン・バリュ

ーを策定させていただきました。ミッション、すなわち使

命としては、「「知」を芽吹かせ、共に価値にする」。ビジ

ョン、ありたい姿は「知財を身近に、社会を豊かに」、そ

ういう社会を目指したい。また、INPIT が「知財の輪をつ

なぐ要」になりたいということです。そして、INPIT の職

員個々が持つべき行動規範をバリューという形でまとめ

させていただきました。 

第６期では、４つの柱の下にそれぞれ事業を展開してお

ります。今回は時間も限られておりますので、皆様に特に
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ご関心があると思われる最初の３つについて簡単にご紹

介させていただきます。まず、知財経営の支援ですが、

INPIT 知財総合支援窓口は全国 47 都道府県にございま

す。ここで、先ほどの長官のお話にもありましたが、知財

経営支援を中堅、中小・ベンチャー企業の方々に対して総

合的に行っております。先ほどのお話にもありましたよう

な５者連携だけでなく、いろいろな組織機関の方々と連携

しつつ、知財を中心とした経営戦略を支援しております。

そして、高度な支援に関しては、INPIT が抱えております

知財戦略エキスパートが一貫して支援しています。公募型

の知財支援事業では知財マネジメントの専門家である知

財戦略プロデューサーを派遣しております。アカデミアに

対しては、シーズの発掘や、それをうまく活用するための

支援ということで iAca、それから、国プロに対しては iNat、

スタートアップに対しては IPASという形で支援を行って、

それらをモデルケースとして、いろいろなところで使って

いただいております。 

２番目の柱、産業財産権情報の整備と利活用では、J-

PlatPat の安定運用と活用を継続して行っております。そ

の他、新興国等知財情報データバンク、開放特許情報デー

タベースなども提供しております。また、情報の提供だけ

ではなくて、情報の活用ということも目指して、IP ラン

ドスケープ支援事業も実施しています。専門家が知財情報

を用いて、あるいはビジネス情報、さまざまな経営情報を

用いて分析して、中小企業、スタートアップ等の知財を中

心としたビジネスモデルの構築等に貢献しようというこ

とを行っております。これもまたモデルケースを作り、横

展開できるよう進めております。 

３つ目の柱、人材育成です。IP ePlat でさまざまな教材

をオンラインで提供させていただいております。こういっ

たものをもとに、さまざまな方々の研修なども行っており

ます。また、将来を担う若年層の方々の知財教育の支援も

行っておりまして、知財学習に取り組む高等学校、高等専

門学校に対して、知財力開発校として認定させていただき、

来年度は 65 校をご支援する予定です。さらにパテントコ

ンテストあるいはデザインパテントコンテストという歴

史あるコンテストを運営して、高校生、高専生の方々、あ

るいは大学の初年次の方々の知財マインドを育て知的財

産権精度の理解を促進しています。 

こうした事業を INPIT で現在行っていますが、さらな

る発展、皆様への支援の充実を目指して、今日は妹尾先生

からアドバイスもいただきながら議論していきたいと思

いますので、よろしくお願いします。それでは、妹尾先生

にご講演をいただければと思います。 

 

妹尾：今ご紹介にあずかりました妹尾と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。早速ですが、先ほどご紹介さ

れたように、20 年前、INPIT 発足のときに基調講演をさ

せていただきました。当時東大の先端科学技術研究センタ

ーに知財マネジメントスクールを立ち上げていた時期で、

実施責任者をやっておりました関係でお話をさせていた

だきました。当時初代の理事長だった清水勇先生が「独立

行政法人工業所有権情報・研修館ができました」とおっし

ゃられたものですから、私は開口一番、「私は国立大学法

人東京大学先端科学研究センターの方から参りました。字

数では我々の方が勝っていますね。」と申し上げました。

今回は特定非営利活動法人産学連携推進機構から参りま

したので、ちょうど字数が同じ。引き分けということにさ

せていただきたいと思います。 

さて、こちらが今日のお話でございます。「INPIT がつ

なぐ知財の輪」とあります。私は「知財マネジメント 3.0」

へ来ているなと思っておりますので、その観点から、ここ

に書いてある「知財の輪」とは何だろうかと考えました。

今の渡辺理事長のお話あるいは先ほどの小野長官のお話

では、いろいろな関係部署とご一緒に知財の輪をつくるん

だとおっしゃっている。これは大変大事なことだと思いま

す。ただし、他にもいくつかの輪があるように見えます。

まず「知的創造サイクル」という輪、次にそのリバースモ

デルである「事業創造サイクル」という輪、さらに私が最

近注力しております「サーキュラーエコノミー（資源循環
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経済）」という輪、これらに知財がどう貢献するのか、そ

れも考えなければいけないと思っています。このサーキュ

ラーエコノミーについては、時間がないので別の機会にお

話しできればと思っています。 

最初の輪は「知的創造サイクル」です。これは 2002 年

に小泉純一郎内閣が「知的財産立国」を宣言しました。そ

のときにできたのが、「創造、保護・権利化、活用」とい

う知的創造サイクルの原型です。当時は、創造より、保護・

権利化が極めて強調されていました。それが 20 年前です。

そのときに私は人財育成として関わっていましたが、当時

の人財育成の議論は三層構造という言い方でした。創出、

保護・権利化、活用のうち保護・権利化がとにかく最重要

なので、第一層だという議論がされていました。創出と活

用は第二層、国民の皆さんに関することは第三層で裾野人

財と呼ばれていました。この裾野という呼び方に私は反対

したのですが…。 

この保護・権利化超強調主義は、今何を招いているのか。

この超強調に対していろいろ考えなければいけないと思

って、知的創造サイクル再考 rethink を始めようというこ

とで、現在研究会を立ち上げて議論をしています。 

第一に、「事業創造サイクル」の認知、対比、関係化で

す。これらについての議論がほとんどなされていません。

このサイクルは何かというと、私が内閣府の知財戦略本部

の専門調査会長を拝命したときに強調したものです。実は、

技術があってから活用するというイノベーションは数え

るほどしかない。スティーブ・ジョブズが iPhone を作っ

たときにどうだったか？ あれは自分たちの持っている

技術を使いたくて開発したものですか、という問いかけを

しました。そうではないですよね。彼らには、まずこうい

うイノベーションを起こしたいというのがあり、それから

必要な技術を全部調達していったのです。もちろんその中

で知財も入っています。つまりリバースモデルなのです。 

これを、「技術起点王道」に対して「事業覇道」と呼び

ました。イノベーションだとか価値形成・事業構想から始

まって競争力をデザインし、そこにリソーシングのアレン

ジメントをする。ここで知財マネジメントが大活躍をする

はずだと申し上げました。ところが、私が会長のときに相

当強調していたのですが、いつの間にかまた失せてしまい

ました。そして「知的創造サイクル」だけに戻ってしまっ

たのが実態ですね。 

先ほど小野長官が、経営が変わった、ビジネスが変わっ

たとおっしゃっていました。そのように変わっているビジ

ネスをちゃんと直視して、知財関係者は対応しているのだ

ろうか。この事業覇道のサイクルを回せているのだろうか、

という問題提起です。 

次に、どういう再考をするのか。１つ目は、知的創造サ

イクル自体をどの程度皆さんがご理解されているのか、い

ろいろなところで聞きました。そうしたら、創造とは何を

指すのか、その理解が皆、違うのです。技術を創造するの

だ、発明を創造するのだ、知財を創造するのだ。今ここで、

ぜひアンケートがとりたいと思うぐらいです。 

２つ目、保護と権利化の対象は何か。これの理解がバラ

バラです。共通の理解を皆さんはお持ちでしょうか。ある

いは社内で共通に理解されているとお思いでしょうか。 

３つ目、創出から保護・権利化に至るところの「→」は

何を示しているのか。これにお答えできた方、今まで一人

も私は会ったことがありません。「→」を考えると、発明

がそこにあるという前提が崩れてくるのですね。どういう

ことか。発明はそこにあるのではないのです、我々は発明

として見立てるのです。研究開発の R&D の皆さんが頑張

って生みだしているさまざまな知見の塊を、どういう発明

として捉えればよいのか、その探索をされている方はわず

かですね。発明がそこにあるから権利化をしようと、こう

いう発想になってしまっています。それでよろしいのでし

ょうか。我々、実は知財学会人財育成分科会の幹事研究会

をかなり熱心に２年間やりました。いろいろな題材、事例

を集めて検討したら、見る人によってある案件は多様な発

明として捉えられるということがほぼ実証できました。た

しかに、発明がそこにあるから発掘するのだということが

ほとんどの教科書に書いてありますが、はたして発明を決
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め打ちしてよいのでしょうか。そこにある発明を発掘する

のではなく、技術者が頑張って生んだ知見の塊から発明を

開発するのではないか。そこで我々は「発明開発」と呼び

始め、それを強調し始めています。そしてもし一つの塊か

ら多様にたくさんの発明が見出せれば、自動的に特許は倍

増、何倍増にもなります。 

４つ目、保護・権利化、そして活用に至るあの「→」も

ほとんどの方は考えていない。 

そして５つ目の「活用」です。先ほど渡辺理事長も利活

用を中心に進めたいとおっしゃっていたけど、何をどう

すれば利活用されたか、これにお答えできる方はほとん

どいない。お答えされても、権利行使だけを活用と呼ん

でいる。先ほど小野長官がおっしゃられたとおり、もう

ビジネスの世界はガンガン変わっているのです。そのと

きに権利行使だけでよいのでしょうか。参入障壁として

使うだけでよいのでしょうか。私が参入促進、参入誘因

にもなるよと言ったのは 10 数年前です。活用の仕方、い

かがでしょうか。まだまだあります。これを皆さんの周

りでちゃんと教育されていますか。私はビジネスモデル

屋です。退官はしましたが、いまだに東大大学院で授業

を持っています。そこでもこういう話をしています。 

さて、よく最近「社会実装」という言葉をよく聞きます

が、実装は実は３段階あるのです。第一は、技術の製品実

装あるいはサービス実装の段階、これを商品実装と呼びま

す。第二は、その商品をどうやって事業実装をするのか、

という段階です。さらに第三に、その事業の社会実装の段

階です。先ほど長官も社会課題と強調されていましたが、

社会に意味があることを実際に実現する段階です。その三

段階のうち、知財活用がなぜ、第一段階の「技術の商品実

装」のところだけでしか役立たないと思い込んでいらっし

ゃるのでしょうか。もっともっと知財は活躍できる。私は

ビジネスモデル屋の観点から実にもったいないと思って

います。 

ところで、経営は知財をわかってくれない、ともよく聞

きます。そうじゃないですね。我々経営やビジネスサイド

の人間からみると、知財の人たちが「知財村」にこもって

いるだけでしょうと、きついことを申し上げたくなります。 

「財産」と言ったら人は何を思うか、「資産」と言った

ら何を思うか。これを考えたことはおありでしょうか。「財

産は守ろうとする」のです。「資産は運用しようとする」

のです。ところが、もし「資源」と言われたら、我々ビジ

ネスにかかわる人間は「活用」しようと思うのです。そこ

で、なぜ知的資源とおっしゃらないのだろうか。これが不

思議なのです。経営は事業の資源に関心がある。だから、

事業資源としての知を語ることが、知財の理解促進に効果

的なのではないでしょうか。 

資源というのは、昭和の時代はヒト・モノ・カネでした。

平成になって無形資産と有形資産になりました。そして令

和は DIME です。Dependent on  Information, Material 

and Energy です。20 年近く前に産総研の方と書いた本で

はこれからは DIME だと強調しました。データと狭義の

情報、これが必要です。私は専門調査会長のときにデータ

のことを散々申し上げたのですが、ほとんど取り上げてい

ただけませんでした。今、データも当然考えられますよね。

相互に関係するデータの集合体を情報と呼びます。相互に

関係する情報の集合体を知識と呼びます。そして、これら

を全て合わせたものを広義の情報と呼ぶならば、それを使

いこなすのがインテリジェンスなのです。インテリジェン

スというのは、実は目の前の問題にいかに知を使って対処

するか、ということなのです。 

つまり、知的資源とインテリジェンスの時代を今や迎え

ようとしているのです。そのときに、皆さんはまだ知的財

産権の中に閉じこもっているのでしょうか。先ほど知財教

育という話がありましたけれども、知財教育はほとんどの

方は知財権教育と混同されています。私はもうこの時代に

入ったらインテリジェンスを駆使できる人たちを育てる

ことが必須だと考えています。 

むすびとして、私が大好きなゴーギャンの絵をご紹介し

ます。我々は何者か、我々はどこから来たのか、我々はど

こへ行くのか。このタイトル、極めて哲学的ですよね。
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INPIT は何者か、INPIT はどこから来たのか、INPIT は

どこへ行くのか。特許庁は何者か、特許庁はどこから来た

のか、どこへ行くのか？という質問にもなります。我々、

ビジネス・知財マネジメントに関わっている人間は、今や

何者か、自問自答する時代ではないでしょうか。これは一

種の自己定位です。identification、re-identification、すな

わち 20 数年経って、ここで自己定位の見直しと自我の再

編成をやるべきではないか、それを私はご提案申し上げた

いと思っています。 

ご清聴感謝いたします。どうもありがとうございました。 

 

渡辺：妹尾先生、貴重なお話ありがとうございました。非

常に多岐に渡るお話で、なかなか全部のことをお聞きする

というのは非常に難しいのですが、先ほどの知的創造サイ

クルの再考というところでたくさん挙げていただいた項

目がございましたが、一つだけ皆さんに宣伝申し上げます

と、INPIT で特許研究という論文誌を出しているのです

が、次号の巻頭言に妹尾先生に執筆いただいております。

そこで書かれているのが、先ほどの再考の論点の発明をど

うやってつくっていくか、創造していくか、発掘ではなく

て開拓していくという、そういうところをお話しされてい

るので、そこのところはぜひ読んでいただければと思いま

す。無料でダウンロードできますから、INPIT のホームペ

ージからぜひ巻頭言を楽しみにしてください。 

後半の方でお話になられた活用の話を少しお聞きしま

す。特に、INPIT にどういうことを今後期待されるかとい

うことをお聞きしたいと思います。ですので、もう少し活

用のところをより具体的に資源としてどうやって活用す

るかというところで、我々何を考えていけばよいかという

のをお話しいただけますでしょうか。 

 

妹尾：巻頭言を紹介してくださってありがとうございます。 

この「活用」に関してですが、例えば、中小企業とか零

細企業が知財をどう活用するか、私は授業や研修をやると

き、事例を中心にやるので、そういう事例教材をいくつも

作っています。例えば、放送大学をやっていた時に取り上

げた事例があります。親子３人の金型メーカーがどうやっ

て自分たちのすごい発明を普及させるか。この事例を知財

関係者に何回も研修したのですが、ほとんどの方ができな

い。それから中堅企業の例も出します。最近は「縦の知財

同盟」と言っているのですが、ビジネスを成功させるため

に知財をどうやってビジネスモデルに組み入れるのかと

いう研修をやっています。それから、大企業の例では、皆

さんよくご存じだと思いますけれど、インクジェットプリ

ンターの例を取り上げます。これを「横の知財同盟」と呼

んでいます。インベンションがインベンションだけで各社

が集まると、皆張り合っちゃって共倒れを起こしてイノベ

ーションにならない。その時にどうやって知財を活用して

ビジネスを立ち上げるのか。こういうことを通じて活用の

仕方を研修しています。その時に重要なのは、まさに長官

が言われたとおり、今もうビジネス世界が様変わりしてい

るという認識です。「１社不十分」という言葉を使ってい

ます。１社では基本的にビジネス不十分な時代なのです。

１社で全部丸抱えできるなんて時代はもう終わっていま

す。そうだとすると、そこで全体の新しい価値システムを

デザインして、その中でどのレイヤーのどの場所で自分た

ちは頑張るのかということを決める。その際、主導権が握

れるように知財をどう活用するのか。この時の知財とは知

財権だけではありません。それら以外の知も含めて全部活

用する。このデザインをすることを我々は活用と呼んでい

るのです。 

 

渡辺：ありがとうございます。そういう意味では、先ほど

も INPIT の支援をご紹介した時に、知財総合支援窓口や、

加速的支援というものを行っているのですが、そうした事

例を我々も蓄積していまして、それをモデルケースとして、

こういう類の考え方がありますよとか、知のこういう利用

の仕方がありますよというのを皆さんに説明していく、そ

れからいろいろな支援組織がありますので、そういう方々

にもそこに気づきを持っていただくという、そういう題材
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を提供していくというのは重要ではないかなと思います。 

 

妹尾：おっしゃるとおりですね。ただし、その時に一番重

要なのは支援する方が本当に分かっていらっしゃるかど

うかなのです。ここは申し訳ないですけど、支援の方はほ

とんど権利取れと言っているだけなのですよ。権利行使す

るだけが知財マネジメントではないですよねと申し上げ

て 20 年。今の状況はいかがですか。 

 

渡辺：INPITの支援窓口で支援をしていらっしゃる方々、

それから、先ほどの知財戦略エキスパートの方々は、かな

りそこも含めてご議論していただいていると思っていま

す。ここは戦略的に出さないで、しばらくじっくりやって

いきながら、他のところでしっかりマーケティングをして

いきましょうねとか、そういうこともアドバイスしており

ます。それでは不十分なところがありますでしょうか。 

 

妹尾：実際そういう方々と討論か研修会やりたいですね。 

 

渡辺：今度企画させてください。 

 

妹尾：ありがとうございます。ぜひ次の 30 周年に向けて

やっていただけたら、すごく喜ばれると思います。 

 

渡辺：もう一つ INPIT の話をさせていただくと、IP ラン

ドスケープというのは、まさに知財というよりも知をどう

やっていろいろな人と一緒にやっていくかというパート

ナー探しにも使おうということで、他の企業さんの知財情

報を研究して、あるいはビジネスモデルも他の企業さんの

経営形態も研究した上で、この企業さんとパートナーを組

みましょう、あるいはこことは競合しますよねというのを

しっかり分析しながら企業さんに経営戦略を立てていた

だくということをやっている支援事業なのですが、そうい

うものも知を活かすためには重要かなと思っているので

すがいかがでしょうか。 

妹尾：それは大変よいと思いますね。ただし、なぜ知財関

係がコーポレートガバナンスコードの中に入ってきたか 

を考えると、別に IP ランドスケープを言えというわけで

もないと思います。それから、特許件数を述べろと言って

いるわけでもない。どうも、アウトプット（結果）とアウ

トカム（成果）の混同がありそうです。私も含めて、経営

の人間は何を見るか。アウトプットである特許件数が見た

いわけではない。その特許などを活用して、どういう事業

上のアウトカムを出してきたのかを言ってほしいのです。

ところが知財部門の人は件数を言うのです。それからラン

ドスケープやっていますと言うのです。それらはアウトプ

ットでしょう。それが事業にどのような効果をどうもたら

したのか。そのアウトカムを言ってほしいのですが、これ

が言えない。なぜならば、知財の方々はビジネスを勉強し

ていないからです。長官も言われたようにビジネスの世界

は変化しているのです。渡辺理事長がずっとおやりになっ

ている技術の世界も無茶苦茶変わっているではないでし

ょうか。その中で知財の人たちのマインド自体が今のまま

でよいのかなというのがあります。それによってランドス

ケープが活きる場合と、「よく調べましたよね」で終わっ

てしまう場合があるのです。その辺を見ていただければと

思います。 

 

渡辺：その辺りもやろうとしておりまして、実は経営者の

方々のマインドも大事だと思うのですよね。知財の方々が

そう言おうとしてもそれを受け入れる土壌がないと、やは

り知財の方々も言えないと。そこまで踏み込めないという

ところがあるので、そこは実はランドスケープの事業をし

ながら、経営者の方々にも啓発していくということを、必

ず IP ランドスケープの事業を我々やるときには、経営者

の方々が入り込まないとだめですということで言ってお

りますので、そういう中で知財の意識をいろいろな人が持

っていただくというのが重要かなと思っております。 

 

妹尾：そうですね。知財人財育成は私の専門の話なのです
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が、権利化人財を育てるだけではなくて、企業だったら全

員が知財人財にならなければならないというのが本来の

話で、そういうところでご一緒できればよいですね。 

 

渡辺：この辺でまとめとしたいと思いますが、今いただい

たいろいろなアドバイス、ご期待をもとに INPIT、今後 10

年、20 年の戦略を立てて、皆様をご支援できるような

INPIT、頼れる INPIT になりたいと思いますので、ぜひ

とも皆様のご指導、ご支援をよろしくお願いいたします。 

 

妹尾：20 周年じゃなくて 30 周年のときも呼んでください

ね。 

 

渡辺：呼ばせていただきたいと思いますので、お約束とい

うことで皆様覚えていていただければと思います。妹尾先

生、今日はどうもありがとうございました。 

 

妹尾：ありがとうございました。 
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